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11
月
30
日
、
12
月
1
日
に
第
11
回
全
国
校
区
・
小
地
域
福
祉

活
動
サ
ミ
ッ
ト
in 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
が
、
日
光
市
藤
原
総
合
文
化

会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
活
動
実
践
者
ら

約
1
千
人
が
参
加
し
、
小
地
域
で
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
福
祉

活
動
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
や
交
流
を
行
っ
た
。
東
日
本
初
の

開
催
で
本
市
か
ら
も
自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
、市
、

本
会
職
員
な
ど
関
係
者
30
人
が
参
加
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
2
日
間
の
日
程
で
、
初
日
は
創
設
者
の
関
西
学

院
大
牧ま
き
さ
と里
毎つ
ね

治じ

名
誉
教
授
が
講
演
し
た
ほ
か
、
支
え
合
い
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
、
10
項
目
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
分
科
会
で
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
。
２
日
目
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
全
体

の
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
た
。

全国の活動者同士が活発に意見を交わした分科会

サミット参加を終えた本市の皆さん

全
国
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
へ
参
加

住民が主体の地域福祉を目指して住民が主体の地域福祉を目指して住民が主体の地域福祉を目指して住民が主体の地域福祉を目指して

　

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

地
域
社
会
の
変
容
を
背
景
に
、
孤

立
や
貧
困
、
人
材
不
足
、
過
疎
な

ど
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
と
、
そ

の
解
決
に
向
け
て
住
民
を
中
心
と

し
た
活
動
の
意
義
が
共
有
さ
れ
た
。

　

牧
里
名
誉
教
授
は
「
社
会
参
加

す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
や
出
番
、

役
割
、
信
頼
と
い
う
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
活
動
を
通
し
て
付
加

価
値
を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
こ
う
」
な
ど
と
唱
え

た
。
「
住
民
主
体
を
育
む
場
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
で

は
、
自
治
会
役
員
や
地
区
社
協
役

員
、
民
生
委
員
、
行
政
、
社
協
職

員
な
ど
が
参
加
。
実
践
事
例
と
し

て
宝
塚
市
の
住
民
に
よ
る
助
け
合

い
活
動
ラ
・
ビ
ス
タ
さ
さ
え
愛

ネ
ッ
ト
と
、
大
阪
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド
に
よ
る
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
が
報
告

さ
れ
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
豊
中
市
社
協
の
勝
部
麗
子
氏

が
話
し
合
い
を
進
め
、
活
動
に
対

し
て
必
要
な
支
援
と
あ
っ
た
ら
困

る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
同

士
で
話
し
合
っ
た
。

　

必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
こ

と
、
専
門
的
な
助
言
・
ノ
ウ
ハ
ウ

提
供
、
体
制
づ
く
り
、
柔
軟
な
資

金
の
援
助
な
ど
の
意
見
が
あ
が
っ

た
。
あ
っ
た
ら
困
る
支
援
と
し
て

は
、
一
方
的
な
活
動
の
押
し
付
け
、

丸
投
げ
、
縦
割
り
で
遅
い
対
応
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

本
市
か
ら
参
加
し
た
大
金
台
自

治
会
長
の
小
沼
清
利
さ
ん
は
「
困

り
ご
と
と
で
き
る
手
伝
い
を
把
握

す
る
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
を
真
似
し

た
い
。
住
民
自
身
が
地
域
の
福
祉

課
題
に
気
づ
き
、
自
分
事
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

自
分
た
ち
も
見
守
り
隊
を
結
成
し

た
が
、
見
守
り
や
助
け
合
い
は
普

段
の
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が

あ
っ
て
こ
そ
。
地
域
内
で
定
期
的

な
情
報
交
換
も
行
い
、
社
協
や
行

政
と
も
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
発
表
し
た
。

　

社
協
で
は
、
今
後
も
各
自
治
会

で
の
取
組
を
基
に
、
日
常
生
活
の

支
援
な
ど
住
民
主
体
に
よ
る
活
動

づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
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地
域
力
の
強
化
を
目
指
し
て　

小
地
域
見
守
り
活
動
紹
介

　

南
自
治
会
で
は
、
7
月
1
日
か

ら
、
気
が
つ
き
隊
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
70
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
を
主
な
対
象
と
し
、
地

区
を
3
つ
に
分
け
て
定
期
的
に
巡

回
と
見
守
り
会
議
を
実
施
し
て
い

る
。

 

10
月
、
気
が
つ
き
隊
が
訪
問
先

で
庭
先
の
草
刈
り
に
困
っ
て
い
る

こ
と
を
把
握
。
民
生
委
員
と
も
相

談
し
、
隊
員
が
草
刈
り
を
手
伝
っ

た
。

　

気
が
つ
き
隊
長
の
堀
江
進
一
さ

ん
は
「
定
期
巡
回
を
通
し
て
顔
と

顔
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
困
り
ご

と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
住
民
同
士
、
気
が
つ
き
合

う
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を

助
け
合
え
る
地
域
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　　

大
金
台
自
治
会
で
は
、
見
守
り

隊
を
結
成
し
、
11
月
19
日
キ
ッ
ク

オ
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

同
自
治
会
で
は
高
齢
化
が
46
％

を
超
え
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
今
後
家
事

や
外
出
な
ど
日
常
生
活
で
課
題
を

抱
え
る
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
今
後
、
見
守
り
隊
に
よ

る
目
配
り
、
声
か
け
、
訪
問
活
動

を
行
う
。
ま
た
、
自
治
会
、
民
生

委
員
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
ふ
れ

あ
い
の
里
、
社
協
や
行
政
な
ど
と

の
報
告
会
も
定
期
開
催
し
情
報
の

共
有
や
必
要
な
支
援
活
動
を
展
開

す
る
。

　

見
守
り
隊
長
の
菊
地
雄
二
さ
ん

は
「
先
ず
は
自
分
た
ち
が
地
域
の

福
祉
課
題
や
資
源
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
。
み
ん
な
で
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　　

日
野
町
自
治
会
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
民
生
委
員
と
と
も
に
見

守
り
活
動
を
開
始
。
ご
近
所
の
協

力
に
よ
る
声
か
け
等
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。　

　

11
月
19
日
開
催
さ
れ
た
定
例
会

で
は
、
活
動
状
況
や
今
後
の
情
報

交
換
会
の
開
催
頻
度
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
引
き

続
き
日
野
町
自
主
防
災
会
の
研
修

会
も
行
わ
れ
、
災
害
時
を
想
定
し

た
危
険
箇
所
や
避
難
誘
導
な
ど
に

つ
い
て
図
上
訓
練
を
行
っ
た
。

　

自
治
会
長
の
黒
須
正
一
さ
ん
は

「
日
頃
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が

災
害
時
に
も
活
き
る
。
今
後
、
虚

弱
な
高
齢
者
な
ど
の
日
常
生
活
を

応
援
す
る
体
制
も
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
の

も
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
心
か
ら
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
力
で

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
引
き
続
き
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
改
正
社
会

福
祉
法
が
本
格
施
行
さ
れ
、
経
営

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
事
業

運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
財
務
規

律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
組
を
実
施
す
る
責
務
な
ど
、

社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
の
公
益
的
性
格
に
鑑
み
、
必

要
な
対
応
を
確
実
に
実
施
し
、
積

極
的
に
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
会
で
は

地
域
福
祉
活
動
を
確
実
か
つ
効
果

的
に
行
う
た
め
、
第
３
期
地
域
福

祉
活
動
計
画
を
策
定
し
、
推
進
目

標
の
達
成
に
向
け
、
諸
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
本
会
は
、
組
織

基
盤
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
に
務
め
、
住
民

や
行
政
、
そ
の
他
様
々
な
機
関
や

関
係
者
の
皆
様
と
一
緒
に
社
会
福

祉
協
議
会
の
使
命
で
あ
る
「
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
」
に
全
力
で

取
り
組
み
、
今
よ
り
尚
一
層
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
活
動

を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
丸
山
　
眞
一

南
自
治
会「
気
が
つ
き
隊
」活
動

日
野
町
自
治
会
見
守
り
活
動

大
金
台
自
治
会「
見
守
り
隊
」活
動
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住
活

〜
ナ
ス
カ
ラ
に
元
気
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
〜

石
巻
で
被
災
者
と
交
流

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
30
回
目
の
ク
リ

ス
マ
ス
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ズ

母
子
寡
婦
福
祉
会

ミ
ニ
運
動
会

　

12
月
２
日
、
烏
山
公
民
館
で
、

社
会
福
祉
法
人
敬
愛
会
地
域
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住

民
、
福
祉
・
学
校
関
係
者
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
敬
愛
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
、
地
域
連
携
・
協
働
活

動
や
、
烏
山
高
校
か
ら
は
、「
烏

山
学
」
で
の
地
域
と
連
携
し
た
取

組
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、
住
民
参
加

の
場
を
い
か
に
作
っ
て
い
く
か
、

そ
し
て
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
活
動
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
話
し
て
い
た
。

　

第
２
部
の
特
別
公
演
は
、
（
一

社
）
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会
代

表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
氏
に
よ
る

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
〝
つ
な
が

り
〞
の
糸
を
切
ら
さ
ず
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
」
と
題
し
た
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
市
民
１
人
１

人
が
豊
か
に
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
〝
つ
な
が
り
〞
が

大
事
と
訴
え
て
い
た
。

　

11
月
12
日
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム
龍
Ｊ
Ｉ
Ｎ
が
市
内
の
中

高
生
ら
36
人
と
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
宮
城
県
仙
台
市
と
石
巻

市
を
訪
れ
た
。
中
高
生
か
ら
の
ハ

ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
踊
り
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
し
た
り
と
現

地
の
方
々
と
交
流
を
図
っ
た
。
こ

の
活
動
は
同
チ
ー
ム
が
震
災
当
初

か
ら
Ｊ
Ａ
等
と
共
同
し
て
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

今
回
、
災
害
を
後
世
に
伝
え
る

震
災
遺
構
と
な
っ
た
仙
台
市
の
荒

浜
小
を
訪
れ
、
当
時
の
映
像
や
破

壊
さ
れ
た
建
物
な
ど
を
見
て
津
波

の
怖
さ
を
実
感
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
巻
市
の
復
興
住
宅

２
か
所
の
集
会
所
で
、
被
災
者
ら

と
交
流
を
図
っ
た
。
６
年
半
が
経

過
し
、
建
物
や
防
波
堤
な
ど
目
に

見
え
る
復
興
は
進
ん
だ
が
、
被
災

者
の
心
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
で
あ

り
心
に
寄
り
添
う
活
動
の
必
要
性

を
感
じ
た
。

●
代
表
者
の
コ
メ
ン
ト

　

被
災
地
の
皆
さ
ん
に
元
気
と
笑

顔
を
届
け
よ
う
と
中
高
生
が
一
生

懸
命
練
習
し
、
演
奏
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
朗
読
す
る
姿
に
感
動
し
た
。

　

来
年
も
来
て
欲
し
い
と
の
多
く

の
声
に
、
私
達
も
励
ま
さ
れ
、
充

実
し
た
活
動
と
な
っ
た
。

 

12
月
10
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
メ
イ
ク
）
に

よ
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ズ
事
業
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
催
し
は
、
昭
和

63
年
か
ら
は
じ
ま
り
、
今
年
で
30

回
目
と
な
る
。

 

11
月
15
日
、
那
須
烏
山
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
で
、
ミ
ニ
運
動
会
を

開
催
し
会
員
23
人
が
参
加
し
た
。

　

本
運
動
会
は
、
会
員
同
士
の
親

睦
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
。
競
技
の
他
に
健

康
体
操
を
取
り
入
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
く

れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に
通
所
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
各
家
庭
を
訪
問
し

て
、
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
に
扮
し

て
の
寸
劇
と
栃
木
交
響
楽
団
「
エ

ン
ゼ
ル
楽
団
」
に
よ
る
弦
楽
器

（
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
チ
ェ

ロ
）
の
生
演
奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

届
け
る
と
い
う
も
の
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
一
足
先
に
27

人
の
子
ど
も
た
ち
へ
音
楽
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
届
け
ら
れ
た
。

●
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
か
ら
一
言

　

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
と
の
素
敵
な
時
間
と
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
こ
れ
ま
で
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
届

け
に
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
品
名　

宮
城
県
産
生
わ
か
め

◆
価
格　

１
袋
（
２
０
０
ｇ
）

　
　
　
　

４
０
０
円

◆
販
売
時
期　

１
月
下
旬
か
ら

◆
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

本
所
・
支
所

福
祉
わ
か
め
を
販
売
し
ま
す



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

社協の配食サービスボランティア 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森・笠井）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
保健福祉センター☎88－7881

 １月24日（水）　（行政・県民相談併催）

 ２月14日（水）　（人権相談併催）

社協烏山支所（初音）
☎84－1294

 １月17日（水）　（行政・人権相談併催）

 ２月7日（水）　 （行政相談併催）

協力事業所と受注作業  （11月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
㈱ムロコーポレーション
㈲坂本製作所
㈱那須ニコン　　
㈲菊地製作所　
㈲宝積寺タクシー
八溝興業㈱
アンフェリーク

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
カップ切り
ゴーグルケース等
箱折り等
箱折り等
箱折り等

寄　付（敬称略）

11月15日～12月14日
社 会 福 祉 振 興 基 金

こがやお客様一同
烏山地区民俗文化奉仕協会
第40回歳末チャリティショー
那須烏山歌謡協会
チャリティ発表会
曲畑公民館第31回曲畑ふれ
あい祭り益金
大森正勝
宇都宮ヤクルト販売㈱福祉
ヤクルト寄付金
匿名
藤田浩一

3,221円
62,203円

30,000円

11,960円

19,700円
19,000円

21,974円
14,094円

善　意　銀　行
健康福祉まつり実行
委員会
星節子

515,207円

タオル74本

福祉サービス利用状況
（11月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

135件
210件
41件

介護保険以外のサービス

有償ホームヘルプ
日常生活用具貸与
障害者ホームヘルプ

19件
10件
8件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約

44件
45件

111件

あすてらすサービス契約数 39件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（11月15日～12月14日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
川上　恭治
大野　伯恵
柳　　実
野口　節
佐藤　一男
吉田　久美子
梅田　惇二
横山　泰平
天野　正治
吉川　次雄
横山　寛美
佐藤　隆
鈴木　俊司
藤田　マス子
高瀬　正彦
露久保　章
横枕ソフトボール愛好会
下川井下協力愛人協力隊
志鳥上自治会有志
ＪＡ　女性会三箇支部
中山地区有志
ペット霊園那須烏山

（株）矢崎部品
（株）アヤラ産業
（株）丸星食品
 (株)東北化工
少林寺拳法宇都宮東道院
愛和苑

404 
90 

380 
550 
150 
310 
180 
400 
100 
300 
100 
600 

1,000 
1,756 
1,200 

500 
1,500 
1,677 
1,500 

600 
3,000 

93 
568 
600 
100 
624 
200 

1,500

安藤家具店
海野自動車部品
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大桶ふるさと市場会員協力者
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
上境上平北久保グループ
上境上平協力者
上境中組協力者
釜銀
川上　玲子
国井　新一
国井　正夫
黒羽　ミツエ
敬愛荘
小林　キヨ
小原沢自治会協力者
小森酒店
坂田屋商店
JAなす南
下境西組協力者
小規模多機能ホームなごみ
白木屋
高野　源市
髙野　ヒロ子
高野　博
高橋　一夫　
高橋　富次
高橋　任
滝　喜久子
玉ちゃん餃子
中央協力者
栃木県庁南那須庁舎
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
蓮見自動車
パチンコZAPP
ファミリーレストラン笠井
益子　豊
森嶋　孝次
山あげそば店
和久　運

600
150
530
600

3,000
80
60

150
450
300

2,700
900
300
750
600
480

1,500
750
150
150
600
80
60

450
450
410
80
80

150
60

1,700
450
450
300
450
300
300

2,100
300
300

1,800
900
60

600
750
60

150
（合計　19,982個） （合計　27,590個）

～市内の高齢者にお弁当を届けてくれるボランティア募集～
　毎月２回、地域で昼食の用意が難しい一人暮らしの高齢者にお弁当を配達
してくれるボランティアを募集しています。車を運転できる方であれば、ど
なたでも歓迎いたします。
①配達曜日　烏山地区　　第1・3火曜日
　　　　　　南那須地区　第2・4水曜日
②時　　間　11:00～12:00の間
③お弁当受け渡し場所
　　烏山地区：農村婦人の家・烏山南公民館・
　　　　　　　七合公民館・境公民館
　南那須地区：南那須公民館
④その他
　特にボランティアさんを探している地区：鴻野山地区方面・志鳥地区方面
⑤申込・相談
　那須烏山市社会福祉協議会本所　担当：大森　☎：0287－88－7881

メニュー（11月21日）
配食数71食

・コロッケ・マカロニサラダ
・もやしのゆかり漬け
・みかん・小梅 

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

烏山地区


